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か年計画のサイエンスプランについての現況を紹介し

て頂いた．具体的なテーマについてはまだこれからで

あり，本連絡会における意見や提案は十分採用され得

るとのことである．実施出来そうな観測内容としては，

越冬隊では5年の間に1～2回大きな観測が可能との

説明であった．また，現地観測だけにこだわらず日本

でも並行して衛星・客観解析データやモデルを利用し

て研究が進められるようなテーマも考えられるとのこ

とである．

　これに対し参加者からはドップラーレーダーを持っ

ていく，航空機を利用した観測はできないか，潜水艦

で氷厚分布を測れないか，無人気象観測点の展開，な

どさまざまな意見が出た．また現在「しらせ」に限定

されている南極への到達方法について，もっと自由に

南極と行き来はできないものかとの意見も出た．これ

については，航空機を利用して直接現地入りして観測

する方法を確立することによって打破できる可能性が

あるが，現在の南極観測の実施方法を変えていくため

には，素晴らしいテーマが是非とも必要である，との

ことである．そのテーマについてであるが，今回具体

的な案は出なかったものの，南極にはまだまだ研究

テーマが無数にあるとの意見も出て，今後じっくりと

メイリングリストのcoolnetなどを利用しながらテー

マを絞り込んで行く，ということになった．

　3．その他

　極域・寒冷域研究連絡会では，情報交換の場として

メイリングリストのcoolnetを開設しております．興

味のある方はどなたでも参加できます．参加方法など

は「天気」の1997年8月号（p．598）を参照して下さい．
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